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(57)【要約】
【課題】電子機器の使用に必要なデバイスの状態を即座
に知ることができること。
【解決手段】撮像装置１には、使用状況によって状態が
変化する外部メモリ２６と、電池２７とが着脱可能に組
み込まれる。電池装着検出部５１は、撮像装置１に電源
が投入されたことを検出する。外部メモリ装着検出部５
２、電池残量計測部６１及び外部メモリ空き容量計測部
６２は、電池装着検出部５１により、電源が投入される
と、電池２７の残量と外部メモリ２６の状態を検出する
。表示部２１は、外部メモリ装着検出部５２、電池残量
計測部６１及び外部メモリ空き容量計測部６２により、
検出された電池２７の残量と外部メモリ２６の状態とを
表示する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用状況によって状態が変化するデバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器
において、
　前記電子機器に電源が投入されたことを検出する第１の検出手段と、
　前記第１の検出手段により電源が投入されたことが検出されると、前記電池の残量と前
記デバイスの状態を検出する第２の検出手段と、
　前記第２の検出手段により検出された前記電池の残量と前記デバイスの状態とを報知す
る報知手段と、
　を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記デバイスは、記録媒体である
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記デバイスの状態は、前記記録媒体の空き容量である
　ことを特徴とする請求項２記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の検出手段は、前記電子機器に電池が組み込まれると、前記電子機器に電源が
投入されたことを検出する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項５】
　使用状況によって状態が変化するデバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器
の報知制御方法であって、
　前記電子機器に電源が投入されたことを検出する第１の検出ステップと、
　前記第１の検出ステップにて電源が投入されたことが検出されると、前記電池の残量と
前記デバイスの状態を検出する第２の検出ステップと、
　前記第２の検出ステップの処理により検出された前記電池の残量と前記デバイスの状態
とを報知する報知ステップと、
　を含むことを特徴とする報知制御方法。
【請求項６】
　使用状況によって状態が変化するデバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器
のコンピュータを、
　前記電子機器に電源が投入されたことを検出する第１の検出手段と、
　前記第１の検出手段により電源が投入されたことが検出されると、前記電池の残量と前
記デバイスの状態を検出する第２の検出手段と、
　前記第２の検出手段により検出された前記電池の残量と前記デバイスの状態との報知を
制御する報知手段と、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、報知制御方法及びプログラムに関し、特に、電子機器の使用に必
要なデバイスの状態を報知する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、デジタルカメラは、外出先等商用電源が存在しない場所では、バッテリ（電
池）で駆動し、被写体を撮像した画像（以下、「撮像画像」と呼ぶ）のデータを外部メモ
リに保存している。
【０００３】
　このようなデジタルカメラの中には、ディスプレイを搭載したものがある。このディス
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プレイには、撮像画像が確認用に表示される他、バッテリ切れによりデジタルカメラの使
用ができない事態を未然に防止するために、電池の残量が適宜表示される。
【０００４】
　また、特許文献１には、電源がオフの状態からオンの状態に遷移すると電池の残量を検
出して、電池の残量が少ない場合には、警告音を出力する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３５９９３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した特許文献１に開示される技術では、例えば、撮像画像のデータ
保存のためのメモリ等の他のデバイスの空き容量が不足していることが要因となり、撮像
画像の保存等のデジタルカメラの一部の機能が使用できない状態であっても、電池の残量
さえ十分であれば、何ら警告音は出力されないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、電子機器の使用に必要なデバ
イスの状態を即座に報知する電子機器、報知制御方法、及びプログラムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、使用状況によって状態が変化する
デバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器において、前記電子機器に電源が投
入されたことを検出する第１の検出手段と、前記第１の検出手段により電源が投入された
ことが検出されると、前記電池の残量と前記デバイスの状態を検出する第２の検出手段と
、前記第２の検出手段により検出された前記電池の残量と前記デバイスの状態とを報知す
る報知手段と、を備える電子機器であることを特徴とする。
【０００９】
　また、上記目的を達成するため、請求項２に記載の発明は、前記デバイスは、記録媒体
である電子機器であることを特徴とする。
【００１０】
　また、上記目的を達成するため、請求項３に記載の発明は、前記デバイスの状態は、前
記記録媒体の空き容量である電子機器であることを特徴とする。
【００１１】
　また、上記目的を達成するため、請求項４に記載の発明は、前記第１の検出手段は、前
記電子機器に電池が組み込まれると、前記電子機器に電源が投入されたことを検出する電
子機器であることを特徴とする。
【００１２】
　また、上記目的を達成するため、請求項５に記載の発明は、使用状況によって状態が変
化するデバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器の報知制御方法であって、前
記電子機器に電源が投入されたことを検出する第１の検出ステップと、前記第１の検出ス
テップにて電源が投入されたことが検出されると、前記電池の残量と前記デバイスの状態
を検出する第２の検出ステップと、前記第２の検出ステップの処理により検出された前記
電池の残量と前記デバイスの状態とを報知する報知ステップと、を含む報知制御方法であ
ることを特徴とする。
【００１３】
　また、上記目的を達成するため、請求項６に記載の発明は、使用状況によって状態が変
化するデバイスと電池とが着脱可能に組み込まれる電子機器のコンピュータを、前記電子
機器に電源が投入されたことを検出する第１の検出手段と、前記第１の検出手段により電
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源が投入されたことが検出されると、前記電池の残量と前記デバイスの状態を検出する第
２の検出手段と、前記第２の検出手段により検出された前記電池の残量と前記デバイスの
状態との報知を制御する報知手段と、を実現させるプログラムであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、電子機器の使用に必要なデバイスの状態を即座に知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る撮像装置のハードウェアの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】図１の撮像装置の機能的構成のうち、残量表示処理を実行するための機能的構成
を示す機能ブロック図である。
【図３】電池が装着される前後の様子を説明するための、図１の撮像装置の外観構成を示
す裏面図である。
【図４】状態表示画像が表示された状態の、図１の撮像装置の外観構成を示す裏面図であ
る。
【図５】図２の機能的構成を有する図１の撮像装置が実行する残量表示処理の流れを説明
するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、本発明に係る電子機器の一実施形態としての撮像装置１のハードウェアの構成
を示すブロック図である。撮像装置１は、例えばデジタルカメラにより構成することがで
きる。
【００１７】
　撮像装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１と、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、画像処理部１４と、検出部１５と、計測部１６と、バス１
７と、入出力インターフェース１８と、撮像部１９と、操作部２０と、表示部２１と、記
憶部２２、通信部２３と、ドライブ２４と、電池装着部２５と、を備えている。
【００１８】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記録されているプログラム、又は、記憶部２２からＲＡＭ
１３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。
　本実施形態においては、ＣＰＵ１１は、表示制御部３１と、電源状態管理部３２と、を
備えている。ただし、表示制御部３１及び電源状態管理部３２の詳細については、図２を
参照して後述する。
　ＲＡＭ１３にはまた、ＣＰＵ１１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等も
適宜記憶される。
【００１９】
　画像処理部１４は、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）や
、ＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等から構成され
ており、ＣＰＵ１１と協働して、画像のデータに対して各種画像処理を施す。
　例えば、画像処理部１４は、後述する撮像部１９から出力される撮像画像のデータに対
して、ノイズ低減、ホワイトバランス、手ぶれ補正等の画像処理を施す。
　本実施形態では、画像処理部１４は、さらに、状態表示画像生成部４１を備えている。
ただし、状態表示画像生成部４１の詳細については、図２を参照して後述する。
【００２０】
　検出部１５は、各デバイスの各種状態を検出する。
　例えば、電池２７の装着状態を検出する電池装着検出部５１と、外部メモリ２６の装着
状態を検出する外部メモリ装着検出部５２とが、検出部１５に設けられている。なお、電
池装着検出部５１及び外部メモリ装着検出部５２のさらなる詳細については、図２を参照
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して後述する。
【００２１】
　計測部１６は、各デバイスに関連する各種量を計測する。
　例えば、電池２７の残量を計測する電池残量計測部６１と、外部メモリ２６の空き容量
を計測する外部メモリ空き容量計測部６２とが、計測部１６に設けられている。なお、電
池残量計測部６１及び外部メモリ空き容量計測部６２のさらなる詳細については、図２を
参照して後述する。
【００２２】
　ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１３、及び画像処理部１４は、バス１７を介して相互
に接続されている。このバス１７にはまた、入出力インターフェース１８も接続されてい
る。入出力インターフェース１８には、撮像部１９、操作部２０、表示部２１、記憶部２
２、通信部２３、ドライブ２４、及び電池装着部２５が接続されている。
【００２３】
　撮像部１９は、図示はしないが、光学レンズ部と、イメージセンサと、を備えている。
【００２４】
　光学レンズ部は、被写体を撮影するために、光を集光するレンズ、例えばフォーカスレ
ンズやズームレンズ等で構成される。
　フォーカスレンズは、イメージセンサの受光面に被写体像を結像させるレンズである。
ズームレンズは、焦点距離を一定の範囲で自在に変化させるレンズである。
　光学レンズ部にはまた、必要に応じて、焦点、露出、ホワイトバランス等の設定パラメ
ータを調整する周辺回路が設けられる。
【００２５】
　イメージセンサは、光電変換素子や、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）等
から構成される。
　光電変換素子は、例えばＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉ
ｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型の光電変換素子等から構成される。光電変換素子
には、光学レンズ部から被写体像が入射される。そこで、光電変換素子は、被写体像を光
電変換（撮像）して画像信号を一定時間蓄積し、蓄積した画像信号をアナログ信号として
ＡＦＥに順次供給する。
　ＡＦＥは、このアナログの画像信号に対して、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ
）変換処理等の各種信号処理を実行する。各種信号処理によって、ディジタル信号が生成
され、撮像部１９の出力信号として出力される。
　なお、以下、撮像部１９の出力信号が、「撮像画像のデータ」であるものとする。従っ
て、撮像部１９からは撮像画像のデータが出力されて、ＣＰＵ１１や画像処理部１４等に
適宜供給される。
【００２６】
　操作部２０は、各種釦等で構成され、ユーザの指示操作を受け付ける。
　表示部２１は、液晶ディスプレイ等で構成され、各種画像（例えば、後に詳述する状態
表示画像）を表示する。
　記憶部２２は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）等で構成され、画像処理部１４等から出力された画像のデータを一時的に記憶する。
また、記憶部２２は、画像処理部１４等の処理に必要な各種データも記憶する。
　通信部２３は、インターネットを含むネットワークを介して他の装置（図示せず）との
間で行う通信を制御する。
【００２７】
　ドライブ２４には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリ
等よりなる、外部メモリ２６が適宜装着される。ドライブ２４によって外部メモリ２６か
ら読み出されたプログラムは、必要に応じて記憶部２２にインストールされる。また、外
部メモリ２６は、記憶部２２に記憶されている画像のデータ等の各種データも、記憶部２
２と同様に記憶することができる。また、外部メモリ２６には、本実施形態においては、
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撮像部１９により撮像された画像のデータが記憶される。
【００２８】
　電池装着部２５には、一次電池や二次電池等の電池２７を装着可能であり、装着された
電池２７により電力が供給されて、撮像装置１が駆動可能な状態となる。本実施形態にお
いては、一次電池を用いた場合について説明する。従って、以下では、単に「電池」と表
記した場合、特に断りのない限り、一次電池を意味するものとする。
【００２９】
　図２は、このような撮像装置１の機能的構成のうち、残量表示処理を実行するための機
能的構成を示す機能ブロック図である。
　残量表示処理とは、電池２７の投入に伴い、外部メモリ２６の装着状態及び空き容量、
並びに電池残量を表示部２１に一定時間表示するまでの一連の処理をいう。
【００３０】
　図２において、残量表示処理が実行される場合には、電池装着検出部５１と、外部メモ
リ装着検出部５２と、電池残量計測部６１と、外部メモリ空き容量計測部６２と、状態表
示画像生成部４１と表示制御部３１とが動作する。
　なお、表示制御部３１は、本実施形態では、ＣＰＵ１１と、当該ＣＰＵ１１により実行
されるプログラムとの組み合わせ、即ち、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせに
より構成されている。しかしながら、これは例示であって、表示制御部３１の機能の少な
くとも一部を、ＣＰＵ１１以外の他の構成要素（画像処理部１４等）に移譲させることも
当然可能である。その他の機能ブロックも例示であって、全体として残量表示処理が実行
できるならば、図２に示す個数や配置場所に特に限定されず、任意の数の任意の機能ブロ
ックを任意の配置場所に配置することが可能である。
【００３１】
　電池装着検出部５１は、電池装着部２５に対する電池２７の装着状態を検出し、その検
出結果を外部メモリ装着検出部５２及び電源状態管理部３２に通知する。詳細には、電池
装着検出部５１は、所定の時間（例えば１秒）間隔で、電池装着部２５に電池２７が装着
されたか否かを検出し、電池装着部２５に対する電池２７の装着を検出した場合には、電
池２７の装着を外部メモリ装着検出部５２及び電源状態管理部３２に通知する。
【００３２】
　図３は、電池装着部２５に電池２７が装着される前後の様子を説明するための、撮像装
置１の外観構成を示す裏面図である。
　図３（ａ）は、電池装着部２５に電池２７が装着されている途中の様子を示している。
電池装着部２５は、撮像装置１の右方内部に設けられている。電池２７は、下方から上方
に押し込まれるように電池装着部２５に装着される。
　図３（ｂ）は、電池装着部２５に電池２７に装着された後の様子を示している。
　図３（ｂ）に示すように、電池２７が電池装着部２５に装着されることによって、電池
２７から電力が供給されたＣＰＵ１１においては、内部リセットが行われる。すると、Ｃ
ＰＵ１１は、最低限のシステムの立ち上げを行う。これにより、例えば、電源状態管理部
３２が駆動可能となる。
　なお、本実施形態では、電池装着検出部５１を含む検出部１５は、電池２７とは異なる
他の電源、例えば、時刻管理用のボタン電池（図示せず）等から供給される電力によって
駆動される。
【００３３】
　電源状態管理部３２は、駆動開始すると、撮像装置１の電源状態の管理を開始する。電
源状態としては、オン状態とオフ状態とに大別される。
　オン状態とは、撮像装置１を駆動するために必要な各構成要素（図１に示す各部）が、
電池２７からの電力が供給されて、駆動可能となっている状態をいう。オフ状態とは、Ｃ
ＰＵ１１を除く各構成要素（図１に示す各部）が、電池２７からの電力の供給が遮断され
て、駆動不可能となっている状態をいう。
　オン状態とオフ状態との切り替えは、一般的には、操作部２０のうち、撮像装置１の裏
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面の右上方に配置されている電源キー１９Ｋ（図３参照）の押下操作によって行われる。
　本実施形態ではさらに、電源状態管理部３２は、電池２７の装着が電池装着検出部５１
から通知されると、電源状態をオン状態に移行させる。これにより、図２に示す各機能ブ
ロックの全てが駆動可能状態になり、次のような一連の処理が実行される。
【００３４】
　即ち、外部メモリ装着検出部５２は、電池２７の装着が電池装着検出部５１から通知さ
れると、ドライブ２４に対する外部メモリ２６の装着状態の検出を開始する。外部メモリ
装着検出部５２の検出結果は、電池残量計測部６１や外部メモリ空き容量計測部６２に通
知される。詳細には、外部メモリ装着検出部５２は、ドライブ２４に外部メモリ２６が装
着されたことを検出した場合には、外部メモリ２６の装着を電池残量計測部６１及び外部
メモリ空き容量計測部６２に通知する。また、外部メモリ装着検出部５２は、ドライブ２
４に外部メモリ２６が未装着であることを検出した場合には、外部メモリ２６の未装着を
電池残量計測部６１に通知する。
【００３５】
　電池残量計測部６１は、外部メモリ２６の装着又は未装着が外部メモリ装着検出部５２
から通知されると、電池２７の残量の計測を開始する。電池残量計測部６１の計測結果は
、状態表示画像生成部４１に通知される。具体的には例えば、本実施形態においては、電
池残量計測部６１は、電池２７の電圧値を計測し、その計測された電圧値と満量状態おけ
る電圧値とを比較することによって、電池２７の残量を計測する。
【００３６】
　外部メモリ空き容量計測部６２は、外部メモリ２６の装着が外部メモリ装着検出部５２
から外部メモリ空き容量計測部６２に通知されると、外部メモリ２６の空き容量の計測を
開始する。外部メモリ空き容量計測部６２の計測結果は、状態表示画像生成部４１に通知
される。なお、本実施形態においては、外部メモリ空き容量計測部６２は、空き容量その
ものを計測せずとも、結果として空き容量が計測できればよく、例えば、外部メモリ２６
の総容量からメモリ使用量を減算することによって、空き容量を計測してもよい。
【００３７】
　状態表示画像生成部４１は、電池残量計測部６１や外部メモリ空き容量計測部６２から
の通知内容に基づいて、電池２７の残量、外部メモリ２６の装着の有無及び外部メモリ２
６の空き容量を少なくとも含む撮像装置１の状態を示す画像（以下、「状態表示画像」と
呼ぶ）のデータを生成する。そして、状態表示画像生成部４１は、表示画像のデータを表
示制御部３１に供給する。
【００３８】
　表示制御部３１は、状態表示画像生成部４１から供給されるデータにより表わされる画
像、即ち、状態表示画像を表示部２１に表示させる制御を実行する。
【００３９】
　図４は、状態表示画像が表示部２１に表示された状態の、図１の撮像装置１の外観構成
を示す裏面図である。
　図４において、表示部２１に表示される状態表示画像７１には、上方から順に表示領域
８１乃至８３が含まれている。なお、説明の便宜上、表示領域８１乃至８３の各々を示す
点線枠が図４には図示されているが、実際にはこのような点線枠は表示されない。
【００４０】
　表示領域８１は、電池２７の現在の電圧値を示す文字列と、電池２７の電池残量を示す
シンボル（図中、乾電池を模式的に表わしたシンボル）とを表示する領域である。
　電圧値を示す文字列は、「電池電圧」という固定文字列の後に、電圧値を示す可変文字
列から構成される。図４の例では、電圧値を示す可変文字列として「３．７５Ｖ」が表示
されている。従って、ユーザは、当該可変文字列を視認することで、電池２７の電圧値が
３．７５Ｖであることを容易に把握することができる。
　また、電池残量を示すシンボルは、黒塗りの部分の占める割合によって電池残量を示し
ている。即ち、電池残量を示すシンボルは、電池残量が満量状態では全て黒塗りの状態で
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表示され、電池残量が少なくなるにつれて白抜きの割合が多くなるように表示される。図
４の例では、電池残量を示すシンボル全体のうち７０％程度が黒塗り部分で占められてい
るので、ユーザは、当該シンボルを視認することで、電池残量が約７０％であることを容
易にかつ直感的に把握することができる。
【００４１】
　表示領域８２は、外部メモリ２６が装着状態であることを示す「装着」、又は外部メモ
リ２６が未状態であることを示す「未装着」といった文字列を表示する領域である。
　外部メモリ２６が装着状態であることを示す「装着」、又は外部メモリ２６が未装着状
態であることを示す「未装着」といった文字列は、「外部メモリ」という固定文字列の後
に構成される。図４の例では「装着」の文字列が表示されているので、ユーザは、当該文
字列を視認することで、外部メモリ２６が装着状態であることを容易に把握することがで
きる。
　なお、外部メモリ２６が未装着状態であることは、一種のエラーであるので、何らかの
エラー表示がなされるようにしてもよい。
【００４２】
　表示領域８３は、外部メモリ２６の空き容量と外部メモリ２６の全容量とを示す文字列
を表示する領域である。
　外部メモリ２６の空き容量と外部メモリ２６の全容量とを示す文字列を表示する文字列
は、「メモリ空き容量」という固定文字列の後に、（外部メモリ２６の空き容量）／（外
部メモリ２６の全容量）を示す可変文字列から構成される。図４の例では、（外部メモリ
２６の空き容量）／（外部メモリ２６の全容量）を示す可変文字列として「１．２ＧＢ／
２．０ＧＢ」が表示されている。従って、ユーザは、当該可変文字列を視認することで、
外部メモリ２６の総容量２．０ＧＢのうち１．２ＧＢが空き容量（０．８ＧＢが消費容量
）であることを容易に把握することができる。
　なお、外部メモリ２６の空き容量を示す単位は、特に図４のデータ量そのものの「ＧＢ
」に特に限定されず、例えば、撮像画像のデータの「記録可能枚数」等を採用してもよい
。
　また、図示しないが、表示領域８２、８３を統合してもよい。即ち、統合された表示領
域は、外部メモリ２６が装着状態の場合には、図４の例と同様の表示をし、外部メモリ２
６が装着されていない場合には、「未装着」の文字列等を表示するようにしてもよい。
【００４３】
　以上、図２乃至図４を参照して、本実施形態の撮像装置１の機能的構成について説明し
た。
　次に、このような機能的構成を有する撮像装置１が実行する処理のうち、残量表示処理
の流れについて説明する。
　図５は、残量表示処理の流れについて説明するフローチャートである。
【００４４】
　残量表示処理は、電池２７が電池装着部２５に装着されるまでの間、所定時間（例えば
１秒）の間隔毎に、繰り返し実行される。
【００４５】
　ステップＳ１において、電池装着検出部５１は、電池装着部２５に電池２７が装着され
たか否かを判定する。
【００４６】
　電池装着部２５に電池２７が装着されていない場合、電池装着検出部５１によって、電
池２７の未装着が検出される。このような場合、ステップＳ１においてＮＯであると判定
されて、残量表示処理は終了となる。この場合には、所定時間経過後（例えば１秒経過後
）、残量表処理が開始される。即ち、電池装着部２５に電池２７が装着されるまでの間、
所定時間（例えば１秒）の間隔毎に、残量表示処理が開始され、ステップＳ１の処理でＮ
Ｏであると判定されて、残量表示処理が終了する、といった一連の処理が繰り返される。
【００４７】
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　その後、電池装着部２５に電池２７が装着されると、電池装着検出部５１によって、電
池２７の装着が検出される。また、上述の如く、電池２７からの電力によって、ＣＰＵ１
１、画像処理部１４、及び計測部１６が駆動可能になる。即ち、図２に示す各機能ブロッ
クの各機能の発揮が可能になる。すると、次の残量表示処理のステップＳ１においてＹＥ
Ｓであると判定されて、処理はステップＳ２に進む。
【００４８】
　ステップＳ２において、電源状態管理部３２は、撮像装置１の電源状態をオン状態に移
行させる。
【００４９】
　ステップＳ３において、外部メモリ装着検出部５２は、ドライブ２４に外部メモリ２６
が装着されているか否かを判定する。
【００５０】
　ドライブ２４に外部メモリ２６が装着されている場合、外部メモリ装着検出部５２によ
って、外部メモリ２６の装着が検出される。このような場合、ステップＳ３においてＹＥ
Ｓであると判定されて、処理はステップＳ４に進む。
【００５１】
　ステップＳ４において、電池残量計測部６１は、電池２７の残量を計測し、外部メモリ
空き容量計測部６２は、外部メモリ２６の空き容量を計測する。
【００５２】
　ステップＳ５において、状態表示画像生成部４１は、ステップＳ４の処理で計測された
電池２７の残量及び外部メモリ２６の空き容量を少なくとも示す状態表示画像のデータを
生成する。
【００５３】
　以上、外部メモリ２６の装着が検出された場合、即ち、ステップＳ３においてＹＥＳで
あると判定された場合における、状態表示画像のデータが生成されるまでの処理の流れに
ついて説明した。
　以下、外部メモリ２６の未装着が検出された場合における、状態表示画像のデータが生
成されるまでの処理の流れについて説明する。
【００５４】
　外部メモリ２６の未装着が検出された場合、ステップＳ３においてＮＯであると判定さ
れて、処理はステップＳ６に進む。
【００５５】
　ステップＳ６において、電池残量計測部６１は、電池２７の残量を計測する。
【００５６】
　ステップＳ７において、状態表示画像生成部４１は、ステップＳ６の処理で計測された
電池２７の残量と、外部メモリ２６が未装着状態であることを少なくとも示す状態表示画
像のデータを生成する。
【００５７】
　このようにして状態表示画像のデータが生成されると、即ち、ステップＳ５又はステッ
プＳ７の処理が終了すると、処理はステップＳ８に進む。
【００５８】
　ステップＳ８において、表示制御部３１は、ステップＳ５又はステップＳ７の処理で生
成されたデータにより表現される画像、即ち、状態表示画像を表示部２１に表示させる。
【００５９】
　ステップＳ９において、電源状態管理部３２は、状態表示画像の表示が開始されてから
所定時間経過後に、電源状態をオフ状態に移行させる。これにより、残量表示処理は終了
する。
【００６０】
　なお、図示はしないが、ステップＳ９の処理中に、即ち、状態表示画像の表示が開始さ
れてから所定時間経過前に、電源キー１９Ｋが押下された場合、電源状態はオン状態のま
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ま維持され（オフ状態に移行されないで）、撮像装置１による撮像動作が可能な状態にな
って、残量表示処理が終了する。
【００６１】
　また、電池２７が装着されて、ステップＳ１の処理でＹＥＳであると判定された後ステ
ップＳ２乃至Ｓ９の処理が実行されて残量表示処理が終了した場合、電池２７が装着され
ている間は、所定時間（例えば１秒）の間隔毎の残量表示処理の繰り返しは停止する。た
だし、このような場合であっても、ユーザは、操作部２０を操作して明示の指示をするこ
とで、撮像装置１に残量表示処理を実行させることができる。また、電池２７が取り外さ
れると、所定時間（例えば１秒）の間隔毎に残量表示処理の繰り返しが再開する。
【００６２】
　以上説明したように、本実施形態における撮像装置１は、使用状況によって状態が変化
する外部メモリ２６と、電池２７とが着脱可能に組み込まれる。撮像装置１は、電池装着
検出部５１と、電池残量計測部６１と、外部メモリ装着検出部５２と、外部メモリ空き容
量計測部６２と、表示部２１と、を備える。
　電池装着検出部５１は、電池２７が装着されたこと、換言すると、後述するように、電
源が投入されたことを検出する。
　電池装着検出部５１により電池２７の装着が検出されると、電池残量計測部６１は、電
池２７の残量を計測し、また、外部メモリ装着検出部５２は、外部メモリ２６の状態の１
つとして、外部メモリ２６の装着状態を検出する。
　さらに、外部メモリ装着検出部５２により外部メモリ２６の装着が検出されると、外部
メモリ空き容量計測部６２は、外部メモリ２６の状態の別の１つとして外部メモリ２６の
空き容量を計測する。
　表示部２１は、電池２７の残量、外部メモリ２６の装着の有無及び外部メモリ２６の空
き容量を含む状態表示画像を表示する。
【００６３】
　これにより、ユーザが電池２７を撮像装置１に挿入すると、電池２７の残量のみならず
、外部メモリ２６が撮像装置１に装着されている場合には外部メモリ２６の空き容量がユ
ーザに報知され、外部メモリ２６が撮像装置１に装着されていない場合には外部メモリ２
６が撮像装置１に装着されていないことがユーザに報知される。
　このような報知を受けたユーザは、撮像装置１が使用可能か否かを容易かつ即座に判断
することができる。例えば、ユーザは、外出前に電池２７を装着すると、外出前の段階で
、電池２７を装着したにもかかわらず撮像装置１が使用不可能になっていることに気付く
ことができる。さらに、ユーザは、撮像装置１が使用不可能な理由、例えば電池切れやメ
モリ不足等の理由を容易に認識することができる。従って、ユーザは、外出前に、撮像装
置１が使用可能となるように、各種措置を適切に取ることができる。このため、従来のよ
うに、ユーザが、外出先で、撮像装置１が使用不可能な状態であることに初めて気付き、
外出先で撮影画像の保存ができなくなってしまうといった事態が生ずることを防止できる
。
　このようにして、電池２７のみならず、外部メモリ２６等の他のデバイスも加味して、
撮像装置１全体として使用可能な状態か否かを適切に報知することが実現される。
【００６４】
　また、電池２７が電池装着部２５に装着されると、ユーザの明示の指示操作がなくても
自動的に撮像装置１の状態表示画像が表示される。
　従って、ユーザは、電源キー１９Ｋを押下して撮像装置１を起動させた後、当該撮像装
置１が使用可能か否かの判断を行うために、ステータスの確認を行う操作等の煩雑な操作
を行わなくても、使用可能か否かの判断材料を容易かつ即座に得ることができる。
【００６５】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【００６６】
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　上述の実施形態では、状態表示画像に含まれる撮像装置１の状態は、電池２７の残量と
外部メモリ２６の空き容量とされたが、特にこれに限定されず、使用によって状態が変化
する任意のデバイスの状態であってもよい。
　例えば、外部メモリ２６の空き容量と共に又は外部メモリ２６の空き容量に代えて、撮
像装置１によりデータの読み書きが可能な各種メモリの空き容量を、状態表示画像に含め
るようにしてもよい。さらに、メモリの状態は、空き容量に特に限定されず、例えば、フ
ォーマットの有無、使用不可容量、書き込み不可のロックがかけられているか否か、寿命
等であってもよい。
　さらにまた、電池２７やメモリ以外のデバイスの状態、例えば、ディスプレイやバック
ライトの寿命等を状態表示画像に含めるようにしてもよい。
【００６７】
　また、上述の実施形態では、電池２７の電池装着部２５への装着を契機として、状態表
示画像が表示された。しかし、状態表示画像の表示の契機は、特にこれに限定されない。
例えば、電源キー１９Ｋ（図３参照）の押下操作を契機に、状態表示画像が表示されるよ
うにしてもよい。
　また、撮像装置１の電源状態がオン状態になることを、「電源が投入される」と表現す
るものとしてもよい。上述の実施形態では、電池２７が電池装着部２５に装着されると、
電源状態管理部３２（図２）により撮像装置１に電源が投入されるし、電源キー１９Ｋが
押下操作されても、電源状態管理部３２により撮像装置１に電源が投入される。してみる
と、状態表示画像の契機は、これらをまとめて、電源が投入されることと把握することが
できる。
　このように把握した場合、電池装着検出部５１によって、電池２７が電池装着部２５に
装着されたことが検出されたことは、電源が投入されたことを検出したことと等価である
。即ち、電池装着検出部５１は、電源投入を検出する機能ブロックであると把握すること
もできる。この場合、電池装着検出部５１は、さらに、電源キー１９Ｋを監視して、電源
キー１９Ｋが押下操作された場合、電源が投入されたと検出してもよい。
【００６８】
　さらに、状態表示画像の表示の契機は、電源が投入されたことである必要は特になく、
任意でよい。
　例えば、状態表示画像は、撮像装置１の使用の蓋然性が高い場合に表示されると、ユー
ザにとって便宜である。電源が投入された場合も、使用の蓋然性が高い場合の一例である
。その他、例えば、撮像装置１がカバンやケースから取り出された場合も、使用の蓋然性
が高い場合の１つである。
　従って、撮像装置１がカバンやケースから取り出されたことを契機として、状態表示画
像が表示されるようにしてもよい。
　この場合、撮像装置１がカバンやケースから取り出されたこと自体の検出手法は、特に
限定されない。例えば、振動感知部を備えるように撮像装置１を構成して、当該振動感知
部が所定の無振動状態から振動を感知したことをもって、撮像装置１がカバンやケースか
ら取り出されたことを検出するようにしてもよい。また、例えば、光センサ等を備えるよ
うに撮像装置１を構成して、光センサ等が光量の変化を検出したことをもって、撮像装置
１が暗所から明所へ移動したこと、即ち、撮像装置１がカバンやケースから取り出された
ことを検出するようにしてもよい。
【００６９】
　また、上述の実施形態では、撮像装置１の状態は、状態表示画像によりユーザに報知さ
れた。しかし、撮像装置１の状態のユーザへの報知手法は、特にこれに限定されない。そ
の他、例えば、スピーカの出力音声、バイブレータによる振動、ランプの点灯等を用いて
、撮像装置１の状態をユーザに報知するようにしてもよい。
【００７０】
　また、上述の実施形態では、電池装着検出部５１（図２）は、電池２７とは異なる他の
電源（ボタン電池等）により駆動するように構成したが、特にこれに限定されない。例え
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い。
【００７１】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される電子装置は、デジタルカメラ等の撮像
装置１を例として説明したが、特にこれに限定されない。本発明は、上述の残量表示処理
を実行可能な電子機器一般に適用することができる。具体的には、例えば、本発明は、ノ
ート型のパーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、携帯型ナビゲーション装置、携帯電話
装置、ポータブルゲーム機等に適用可能である。
【００７２】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。また例えば、上述した一連の処理は、ハードウェアによ
り実行させることもできるし、ソフトウェアにより実行させることもできる。換言すると
、図２の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述した一連の処理を全
体として実行できる機能が撮像装置１に備えられていれば足り、この機能を実現するため
にどのような機能ブロックを用いるのかは特に図２の例に限定されない。また、１つの機
能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単体で構成してもよ
いし、それらの組み合わせで構成してもよい。
【００７３】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。コンピ
ュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい。また、
コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行するこ
とが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい。
【００７４】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布される図１の外部メモリ２６により構成されるだけでなく、装置本体に予
め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。外部メモリ２６は、
例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、又は光磁気ディスク等
により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ－
Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　
Ｄｉｓｋ）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄｉｓｋ）等によ
り構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体は
、例えば、プログラムが記録されている図１のＲＯＭ１２や、図１の記憶部２２に含まれ
るハードディスク等で構成される。
【００７５】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的或いは個別に実行される処理をも含むものである。
【符号の説明】
【００７６】
　１・・・撮像装置、１１・・・ＣＰＵ、１２・・・ＲＯＭ、１３・・・ＲＡＭ、１４・
・・画像処理部、１５・・・検出部、１６・・・計測部、１７・・・バス、１８・・・入
出力インターフェース、１９・・・撮像部、２０・・・操作部、２１・・・表示部、２２
・・・記憶部、２３・・・通信部、２４・・・ドライブ、２５・・・電池装着部、２６・
・・外部メモリ、２７・・・電池、３１・・・表示制御部、３２・・・電源状態管理部、
４１・・・状態表示画像生成部、５１・・・電池装着検出部、５２・・・外部メモリ装着
検出部、６１・・・電池残量計測部、６２・・・外部メモリ空き容量計測部、Ｋ・・・電
源キー
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